■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

ＶＮＳ月１ニュース（Ｆａｘ＆Ｅメール）　ＮＯ，８
◆◇◆　　　　―５月号―　　　　　発行：平成1４年５月２９日
◆◇◆
　特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ（ＶＮＳ）

◆◇◆　　
　　　　　〒461-0005名古屋市東区東桜2-18-3-702

◆◇◆　　　　

　　
　　　　URL　http：//www.vns.npo-jp.net
▼Email：vns@npo-jp.net　▼Tel052(979)6446　▼Fax(979)6448
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

このニュースは当方が勝手に送っている方もいます。不要の方はご連絡下さい。Ｅメールでいい方もお願いします。尚、会発足約１年経ちました。この機会にご入会をご検討下さい。

■助成金＆公募情報（全国版） 


 http://www.npoweb.gr.jpのホームページが内容充実しています。
●環境事業団地球環境基金：「ヨハネスブルグサミット関連会合への参加及び関連する環境保全活動へ助成」締切６月１０日。http://www.ｅｉｃ.or.jp/ｊｆｇｅ。TEL：03-５２５１-１０７６。
●日本財団：「ボランティア・ＮＰＯ活動助成金」（コミュニティにおけるパートナーシップの推進）。締切６月2８日、200万円限度。http://www.nippon-foundation.or.jp/。ＴＥＬ０120-77-1089。

●ＮＨＫ厚生文化事業団：第１４回「わかば基金」（福祉活動への支援）。締切６月２８日。70万円限度。http://www.npwo.or.jp

●丸紅基金社会福祉事業助成：１件２００万円限度。締切６月30日。TEL03-32８２-２４７４　http://www.marubeni.co.jp/kikin/
●国際交流基金アジアセンター「国際的な共同作業」（多様性の理解と共生など、）助成。締切６月３日。TEL03-5562-3638
http://www.jpf.go.jp/jkxx/j_index.html

●(財)国際緑化推進センター「緑の募金国際緑化公募事業」（砂漠化防止など）。締切６月1４日。TEL：03-５６８９-３４５０。

http://www.jifpro.or.jp/。

●(社)国土緑化推進機構「緑の募金公募事業」（緑化推進運動など）。締切６月1５日。１件３００万円。TEL：０１２０－１１０３８１。

http://www.green.or.jp/

●(財)在宅医療助成勇美記念財団「在宅医療助成。締切６月1５日。TL：０３－５２２６－６２６６。http://www.zaitakuiryo-yuumizaidan.com/
●(財)あしたの日本を創る会「ふるさとづくり賞」。締切６月１７日。TEL：０３－３５０１－８００１。http://www.ashita.or.jp/
●安藤スポーツ・食文化振興財団「トム・ソーヤスクール企画コンテスト」（自然活動）。締切６月２０日。http://www.shizen-taiken.com/
●経済産業省が活発にＮＰＯ向け事業。http://www.
meti.go.jp

■愛知県内の「委託事業」「公募事業」

●愛知県国際課「多文化共生モデル事業」企画案募集。締切：６月１４日。５０万円。電話０５２－９６１－２１１１（２４４２） www.
pref.aichi.jp/
●名古屋市「男女共同参画推進センター情報整備事業」。３６００万円、緊急雇用対策事業。締切６月１７日。Ｅｍａｉｌ：josei@cjn.or.jp 

http://www.city.nagoya.jp/josei/

●西尾市「ボランティア・市民活動団体データーベース作成事業」。130６万円、緊急雇用対策事業。参加申込締切６月３日。企画案締切21日／西尾市電話０５６３－５６－２１１１（２４２） 

●名古屋青年会議所ナゴヤＮＰＯアワード「ＮＰＯが支える新しい名古屋のまち」（がんばっているＮＰＯを応援）。グランプリ２２万円。締切：６月１０日。電話０５２－２２１－８５９０ 　http://www.nagoyajc.or.jp/
■介護保険制度見直しとＮＰＯ

●5月19日「介護保険シンポジウム」（医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海主催）がありました。森貞述高浜市長、政党代表（国会議員）、厚生労働省など講師、150名参加。

◆ケアマネージャーの「過密労働・低賃金」とともに、「保険料」や「ケアプランの的確性とその評価」などが議論された。◆現在、被保険者6500万人、認定者300万人、利用者230万人、利用者は急増中。間もなく痴呆症者が高齢者の1／3を占める。この対策も急務とか。

●介護保険料値上げの話があるそうです。

―知多半島の福祉系ＮＰＯを紹介します。
◆愛知県知多半島（人口約50万人）で活躍する福祉系ＮＰＯ17団体は、「ＮＰＯ法人地域福祉サポートちた」（協議体）を結成。団体全体の活動規模は、平成１２年度で、サービス時間数1６7，１９６時間（介護保険分6４，９９０時間）、財政規模は､４５７，０７９，９４１円（介護保険213，４０２，９９１円）。１３年度分は統計されてないが、多分、時間数・財政規模とも、１．５倍増程度の予想。

１億円規模の団体が二つ、数千万円規模が７つあり、１３年度６００万円の法人税を納入した団体もある。（ボランティアで節約して、そこで納税とは！？。こういう問題、なんとかしたいですね）
平成１３年１２月調査で、常勤者５３名、非常勤者５５名、パート２８０名、労災保険加入３０５名、雇用保険加入５０名、社会保険加入２３名。

◆厚生労働省の介護保険に関する企業や公益法人等も含めた全国調査によると、黒字事業所９．８％、労災保険加入率３０％、雇用保険６．９％という。「サポートちた」各団体は優良経営だ。

◆活動内容も、お客や住民のあらゆるニーズを形にしていくため、高齢者福祉をはじめ、障害者、子育て、パソコン、陶芸教室など、「まちづくり総合事業」に発展、閉鎖した紡績工場や保育園、主のいなくなった家屋などを借り、再整備して事業展開している。

◆６月下旬、各団体の代表者ら８名が、アメリカ（ニューヨーク、ワシントン）の福祉系ＮＰＯ１０団体を自主的に「調査ツアー」する。報告会や報告書も発行される予定。

●「サポートちた」を見学する“バスツアー”。どうぞ、お申込を。
◆６月２０日（木）９：００～１５：００／「サポートちた」集合（名鉄朝倉駅すぐ）／参加費５０００円／３０名定員。

問合せ：電話０５６２－３３－１６３１　ＦＡＸ３３－１７４３　（担当：松下）

■ご案内・ご紹介。

●「アメリカのＮＰＯは今。－現地徹底報告」

◆時：６月６日、１３日、２０日、２７日の１９：００～２１：００

◆会場：東邦学園大学（TＥＬ０５２－７８２－１２４１）

◆主催：東邦学園大学コミュニティカレッジ／◆受講料：４０００円。

◆講師：岡部一明（東邦学園大学助教授）

●なごやボランティア・ＮＰＯセンター「ワタシのＮＰＯライフ」

◆時：６月２２日（土）１３：３０～１５：３０

◆会場：なごやボランティア・ＮＰＯセンター（TＬ０５２－２２２－５７８１）

◆講師：青木孝弘／河合容子／坂井敏子。◆参加費：無料。

●「ＮＰＯのためのリスクマネジメント」（ガイドブック）

◆発行：（財）日本損害保険協会（ＴＥＬ０３－３２５５－１２９４）

◆内容：「金」「情報」「労務」「ボランティア」の運営面、「ホームヘルプ」「国際協力」「シェルター」などの活動面、チェックリストなど掲載。

●東海労金「ＮＰＯ法人向け融資制度（福祉系団体に限定）」
◆使途：運転資金、設備資金　◆担保：不動産及び預金、有価証券。
◆問合せ：東海労働金庫（電話：０５２－２４３－８８１３）

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

■ビデオ制作支援。

▼目的が、「ＮＰＯ・ボランティア・まちづくり活動のため」に限定。

▼ＤＶＤカメラは無料貸出し（テキスト付）。但し、盗難･破損の保険料あり。短期貸与が原則、1ケ月は特別の事情の場合。

1日＝300円。1週間＝１0００円。1ケ月＝3000円。

▼「編集用パソコン」使用費は無料。ＶＮＳ事務所、豊橋、知多で。

技術サポートは、程度による。1日･３000円～10000円を目途にサポーターに払って頂きます。サポーターは斡旋。

▼サポーターは、「ビデオネイバーズ」（代表：間瀬寿夫元ＮＨＫチーフカメラマン）。

●ビデオ制作セミナーも開催します。

●今年も「ビデオコンテスト」があります。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
●名古屋市内で「事務所」に悩むみなさん。意見交換会です。
◆“事務所”は、都会ＮＰＯの悩みの種。名古屋市ＮＰＯ・ボランティア担当の方にも加わって頂き意見交換します。「ＮＰＯビル（溜まり場）」や「近くに活動場所が欲しいケース」「公的施設を使い易く」等様々なニーズを話し合います。６月中旬予定。関心のある方、ご連絡ください。

●会員のみなさんへ。ＶＮＳ総会6月8日（土）１４：００。「ＮＰＯ法改正」「ＮＰＯの現状と課題」「サポートセンターの役割」などを議論。
●ＮＰＯ＆まちづくり「よろず相談（電話・ＨＰ）」（１０：００～１９：００）ご利用下さい。

以上／今後ともよろしくお願いします。
